
≪プロジェクトの内容≫ 

≪本校での取り組み≫      ※2022年 1月～3月（試行期間） 

＊各トイレ個室にナプキンを設置 

ナプキンを置いている個室には左下のロゴシールを貼りますので、必要

時に使用してください。補充などは美化委員や保健委員が行います。 

＊性教育講演会 

「生理の貧困」対策プロジェクト・ながさきに関わっておられるやすひ

ウィメンズクリニック院長の安日泰子先生による講演を実施します。「生

理の貧困」のみならず、「性について」よく考えてみましょう。 

＊必要な情報提供 

性に関することについて、この機会にいろいろな情報を提供できたらと

考えています。また、みなさんが現在の状況などを知って、一人の女性

としてどう生きていくか、また自分には何ができるのだろうかと一緒に

考える時となれば幸いです。 

２０２１年１２月１７日（金） 

活水中学高等学校 

保健室 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

『月経』は、多くの女性が経験するものです。 

月経年齢：12歳頃～50歳頃まで 

月経周期：25～38日間 

月経期間：３～7日間     ※個人差あり 

 

 

 

 

約 2300日 

 

2時間おきにナプキンを 

交換すると… 

１日あたり 100～150円 

1ヶ月あたり 500～1500円 

 

 

 

計算すると… 

２学期も残りわずかとなりました。今学期も新型コロナウイルスの流行によって、感染症対策を強化したり、

様々な行事を縮小したりなど大変な思いをしたことと思います。その中でもできることを見つけながら前向

きに頑張っている姿をみることができました。冬休みも体調には気をつけて、良い年を迎えましょう☆ 

「生理の貧困」対策プロジェクト・ながさき～ナプキン無料配布～ 
様々な賛同団体のクラウドファンディングによって、本校でも 2022年 1月～3月までモデル校として

ナプキンの無料配布を実施することとなりました。詳しくは下記を見てください！ 

約 35万円 

 

計算すると… 

世界にはこの約 35万円のお金を月経用品に当てることがで

きない女性がいます。 

その問題こそが「生理の貧困」です。 

「生理の貧困」の原因 

１．経済的な貧困 

２．ネグレクト（育児放棄）や経済的暴力によるもの 

３．保護者の理解不足によるもの 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

世界における「生理の貧困」対策 

2学期の保健室利用状況は、高校生の利用が多く、特に夏休み明

けの 9 月がどの学年も増えていました。長期休み明けの生活リ

ズムの乱れが影響しています。冬休み明けも気をつけましょう。 

 


